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体育教師教育カリキュラムの検討

愛媛大学での模擬授業の実践を例にして

日野克博!》

Anexammati0n0fthecurriculumfbrphysicaleducationteachereducation

KatsuhiroHinoI

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：physicaleducationte良chereducati⑪n，demonstrationclass，evaluati0n0fclass

(B皿ⅡetinofDepartmentofPhysicalEducatiom,FacultyofEducntion，

EhimeUniversi恥4,49-57,March,２００３）

キーワード：体育教師教育，模擬授業，授業評価

Ｉはじめに

現在，学校現場では，社会や学校を取り巻く大きな

変化のなかで，「生きる力」の育成や「ゆとり」の中

の特色ある教育の充実が求められている．一方，いじ

め，不登校，学級崩壊への対応など様々な課題が山積

されており，それらに対する教員の果たすべき役割は

一層重要になってきている．

平成９年７月，教員職員養成審議会（1997）より

「新しい時代に向けた教員養成の改善方策について」

の答申が行われ，「実践的な能力をもった教員の養

成」や「具体的な授業場面に即した指導経験を充実さ

せるカリキュラムの充実」が提言された．また，高橋

ら（2001）による教員養成系大学・学部のカリキュラ

ム改革に関する調査では，教員養成系大学・学部にお

いて「授業の指導能力を向上きせる科目の充実」や

「教育実習とそれに関連する指導の充実」の必要性が

示唆された．

こうした状況において，よりよい体育教師を養成し

ていくための今日的な課題の一つとしてｊ大学での授

業をよりよく改善していくことが指摘されている（国

立の教員養成系大学学部の在り方に関する懇談会，

2001)．そのことを受け，各大学では教師養成に関

わった様々な授業が実施されるようになり，とくに実

1）愛媛大学教育学部

〒790-8577愛媛県松山市文京町３番

践的指導力の育成を意図した模擬授業やマイクロ

テイーチング等の取り組みが報告されるようになって

きた（向山ら2001,2002；長谷川，2001；岡出ら，

2001a，200lb)．

しかし，こうした取り組みについての研究報告や実

践事例はまだ数が少なく，具体的な内容や成果につい

ても十分検討されていない．体育教師教育カリキュラ

ムのあり方が問われているなか，具体的な実践や成果

に基づいて体育教師養成カリキュラムを検討していく

必要がある．

そこで，本研究では愛媛大学での模擬授業を核とし

た授業実践を１つの事例として報告し，その成果と課

題について考察を加え，今後の体育教師教育カリキュ

ラムの改善を図る基礎資料を提供することにしたい．

Ⅱ授業の概要

１．対象授業

表１は，愛媛大学教育学部で開講されている保健体

育に関連する教職科目・実習を示したものである．本

研究では，愛媛大学教育学部で開講された平成13年後

期の「保健体育科教育法Ｉ」と平成１４年前期の「保健

体育科教育法Ⅱ」の授業を対象にした．これらは，中

学校及び高等学校教諭教員職員免許状（保健体育）を

取得するための教職科目であり，教育実習に向けた事

前指導としての役割も担っている．「保健体育科教育
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表１．体育に関する教職科目・実習

日野

法Ｉ」では33名，「保健体育科教育法Ⅱ」では30名の

学生が受識した．

表２「保健体育科教育法Ｉ」の展開

べてもらった．

一方，反省・検討会の授業では，①資料配付，②模

擬授業の反省（VTR)，③テーマに関連した指導と助

言で展開した．なお，模擬授業の反省・検討会をより

充実させるために次のような点に留意した．

・各自のレポート（良かった点，改善点）を，場面

あるいは内容ごとに整理し，それを資料として配布

して各自の反省点を共有化させ，次の模擬授業にい

かせるようにする．

・模擬授業を約１５分に編集したVTRを作成し，具体

的な授業場面に対応させて指導や助言を行う．

・授業評価や模擬授業の授業分析（マネジメント，

相互作用）の結果を提示し，客観的なデータに基づ

きながら指導や助言を行う．

。その時間のテーマに関連した模擬授業の分析結

果，教育実習生，一般教師を対象にした先行研究，

優れた授業実践のVTRなどを用いて指導や助言を行

5０

表３１時間の授業の進め方

（）は希望者が選択，＊は本研究の対象授業

２．「保健体育科教育法Ｉ」

「保健体育教育法Ｉ」では，模擬授業の経験を通し

て，よい体育授業を実現するための教材づくりや学習

指導のあり方について学習することを目的とした．表

２は，授業の展開（内容）を示したものである．１～

４回目までは，模擬授業を実施するにあたっての基礎

的知識や授業構想の視点について授業を行った．な

お，３回目の授業では，教育実習を終えたばかりの３

回生に，教育実習の体験談や教育実習を振り返った感

想等を話してもらい，これから模擬授業を実施する２

回生の動機づけを図った．そして,５回目の授業から

は模擬授業を実施し，模擬授業の後には必ず反省・検

討会のための授業を位置づけた．ざらに，その後も模

擬授業と反省・検討会を繰り返しながら授業を展開し

た．なお，受講生を６グループに分け，担当グループ

が学習指導案を作成し，他の学生が生徒役となって模

擬授業を行った．１５回目の授業（模擬授業⑦）では，

筆者自身が模擬授業を実施した．

次に，表３は１時間の授業の進め方を示したもので

ある．模擬授業を実施する時は，①模擬授業の説明，

②模擬授業，③模擬授業の反省の流れで展開した．模

擬授業の説明では，各グループで作成した学習指導案

に基づきながら，単元のねらい，本時の位置づけ，こ

れまでの展開，授業の約束事などについて担当グルー

プに説明させた．続いて，模擬授業を実施するが，そ

の様子はVTRに収録するようにした．また，授業の反

省では，授業終了後，直ちに授業評価を実施するとと

もに残りの時間で教師役，生徒役の学生から感想を述

回 模擬授業 反省・検討会

授
業
の
流
れ
↓

①授業の説明

②模擬授業

＊VTRで収録

③授業の反省

o授業評価

･感想

①資

・し

科 配付､

ポートのまとめ

②模擬授業のVTR

(批評，助言，解説）

授業評価

(授業分析の結果）

③本時のテーマ

・教師の関わり．授業の

マネジメントなど

・教育実習生の実態

・模擬授業との比較

・VTRによる解説
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オリエンテーション

体育では何ができるの

一保健体育科の目標・内容

教育実習はすごく大変

一実習生の生の声を聞く

体育の準備は結構大変

一授業計画の作成の仕方

模擬授業①

ほめることは簡単

一教師の関わり方

模擬授業②

教師はよいマネージャー

一授業のマネジメント

９

1０

皿

1２

１３

１４

１５

１６

模擬授業③

模擬授業④

体育の授業は逆備が命

一学習資料，学習カード

模擬授業⑤

模擬授業⑥

なぜ体育が嫌いになる？

一できない子への指導

模擬授業⑦

総括

－よい体育授業の条件

学年 学期
学校教育教同養成課程

保健体育専修

生活健康課程

健康スポーッコース

1年 前期 観察実習

2年
前期

後期

小学校体育科教育法

小学校教科・体育

＊保健体育科教育法Ｉ

3年

前期

後期

＊保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法Ⅲ

教育実習 Ｉ
保健体育科教育法Ⅳ

総合実習

４年 前期 (応用実習） 教育実習



３．「保健体育科教育法Ⅱ」

「保健体育科教育法Ⅱ」では，「保健体育科教育法

Ｉ」ならびに「教育実習」の課題や改善点を考慮して

授業計画を作成した．前年の教育実習生の授業から，

「教師の関わりが少ない」「授業時間をオーバーして

しまう」「単元としてのとらえ方ができない」「学習

ノートや参考資料が活用できない」「明確な指示や号

令がかけられない」といった課題が指摘された（日

野，2002)．そこで，「保健体育科教育法Ⅱ」では，

「保健体育科教育法Ｉ」の経験を踏まえ，さらに教育

実習との関連を図りながら，授業内容を設定した．表

４は，授業の展開（内容）を示したものである．

「保健体育科教育法Ⅱ」の授業においても，中心的

な内容は模擬授業である．ただし，表５に示すような

条件を加えることにした．「保健体育科教育法Ｉ」で

は，まず第一に経験することを重視して，教材，授業

時間，対象，教師の人数などに条件を与えないで，担

当グループが自由に決定できるようにし，学習指導案

についてのみ模擬授業実施の２日前までに提出させ，

チェックを受けることにしていた．「保健体育教育法

Ⅱ」では，教育実習との関連を図り，より学校現場に

近い条件で実践することを意図して，次のような条件

を設定した．

・単元としてのとらえ方を意識させるために，６時間

単元の授業を計画し，各グループがリレー方式で担

当する．

・単元教材は，技術的な指導や安全管理が求められる

器械運動にする．

・前年の教育実習において教室で授業をすることが

あったことから，単元のなかの１時間は教室で授業

をする．

・時間は実際の学校現場と同様に準備や片づけも含め

て50分で終える．

・教師役は２人で，ティーム・テイーチングで行う．

・教育実習と同じ学習ノートと学習資料を活用する．

また，１１回目，１２回目の授業では，実際に教育実習

で指導にあたる附属中学校の教諭に，模擬授業で十分

に経験できなかったところや課題が残った点について

指導や助言をお願いした．

5１

も

つ． 表４「保健体育科教育法Ⅱ」の授業内容

体育教師教育カリキュラムの検討

表５模擬授業の条件

4．模擬授業の授業改善の方法

l）授業改善のための調査（授業評価）

模擬授業の改善を図るために，模擬授業終了後

に，授業改善のための調査（以下，授業評価）を実

施した．なお，体育授業を実践するには多様な要因

が考えられるが，これまでの高橋ら（2000）の研究

を通じて子どもが評価する体育授業の基礎的条件と

して明らかにされてきた「授業の勢い」と「授業の

肯定的雰囲気」に焦点をあて質問項目を作成した．

「授業の勢い」とは運動学習時間を十分確保し，ス

ムーズに授業を展開させることであり，「授業の肯

定的雰囲気」とは教師の賞賛や励ましによって温か

い雰囲気を醸し出すことである．これらのことは，

どの教材，どの学年，どの段階においても必要とさ

れる条件であり，教育実習までにこれらを意識して

実践できる力を身につけさせたいと考えた．また，

その他にも，体育授業を実施する際に求められる学

習指導のあり方，学習環境の整備，安全管理に関す

保健体育科教育法Ｉ 保健体育科教育法Ⅱ

教材

時間

教師

資料

，｡■●■

計画

各グループ自由選択

・たわしホッケー

・ソフトバレー

・インディアカ

・体ほぐしの運動

・バスケットボール

・ドッジボール

50分を目安

特に条件なし

特に条件なし

模擬授業実施２日前に指

導計画案を提出

器械運動

(各グループでリレー方式）

(１回は教室の授業を含む）

0分(準備，片づけを含む）

1人（T､T）

学習ノート，体育実技書を

活用する(教育実習と同様）

グループ間で課題の引雛を

行う

回 内容 回 内容

１
』
２
－
３
唖
４
－
５
｛
６
－
７

オリエンテーション

優れた実践から学ぶ

体育授業を榊想する

授業計画づくり

(グループ活動）

模擬授業①

模擬授業②

模擬授業③

８

９

1０

1１

２

３

1４

模擬授業④

模擬授業⑤

模擬授業⑥

現場の声を聞く①

(実地指導講師の講演）

現場の声を聞く①

(実地指導識師の講演）

教育実習にむけて何をす

るべきか

総括



Ⅲ模擬授業の成果と課題についての考察

日野

る項目も加えることにした．表６は，模擬授業の反

省・検討会のときに提示した授業評価の一例であ

る．模擬授業終了後，調査票を配布し，生徒役，教

師役の学生にその授業を振り返って回答させる．回

答は「たいへんあてはまる」を５点，「よくあては

まる」を４点，「どちらともいえない」を３点，「あ

まりあてはまらない」を２点,「まったくあてはま

らない」を１点として，５点満点で平均点を算出し

た．

表７バスケットボールの感想・改善点（一例）

模擬授業を実施するねらいの１つは，各グループが

作成した学習指導案に基づき実際に授業を行うことを

通して授業を実践する能力を向上させることである．

そして，もう１つのねらいは，実施した模擬授業を反

省・検討することを通して体育授業を実践する際に生

じる様々な問題点や課題を理解することである．

そこで，学生による授業評価並びにレポートの内容

分析から，模擬授業の成果と課題について考察する．

表６バスケットボール授業評価

5２

2）各模擬授業終了後のレポート

模擬授業を振り返って，具体的な感想や反省（良

かった点，改善点等）を自由記述方式でレポートさ

せた．その結果は，表７のように，各授業場面ある

いは内容ごとに良かった点と改善点に整理し，授業

反省・検討会のときに資料として提示した．

１．００２．００３．００４．００１．００
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１．保健体育科教育法Ｉ

表８，図１～４は，「保健体育科教育法Ｉ」の模擬

授業を受けた学生の授業評価をまとめたものである．

これらのデータは，１６回目の総括の授業のときに提示

する資料でもある．

「保健体育科教育法Ｉ」では，各グループが自由に

教材や授業時間，教師の人数等を決めて，学習指導案

を作成して模擬授業を実践した．そのため，模擬授業

生徒役 教師役

平均 平均

Ｑ１ 学習のねらいやめあてが明確だった 4．３６ 2．８０

Ｑ２ 学習の進め方や学び方が明確だった 4．００ ２．４０

Ｑ３ 学習のまとめや評価が明確だった 4．０９ 2．４０

Ｑ４
先生は，生徒の学習活動や様子を積極的に

観察・巡回していた
4．７３ 3.00

Ｑ５
先生は．発問（問いかけ）や応答・受理を

稲極的に与えていた
4．４５ 3．２０

Ｑ６
先生は，賞賛（誉める）や励ましを積極的

に与えていた
4．５５ 2．８０

Ｑ７
先生は，助言やアドバイスを積極的に与え

ていた
4．４１ ２．８０

Ｑ８
先生は，生徒一人ひとりに祇極的に閲わつ

ていた
3，８６ ２．６０

Ｑ９
準愉や移動，後片づけなどの場面や時間が

少なかった
4．００ ２．６０

Ｑｌｏ 運動学習時間が十分確保されていた 4．３６ ２．４０

Ｑｌｌ
学習資料（学習ノート，カード）が有効に

活用されていた
4．２７ ２．４０

Ｑｌ２ 安全面が十分配慮されていた 3．７７ ２．２０

Ｑｌ３ ｢よい授業」だった 4．５５ ２．６０

説
明
・
練
習

○簡単にわかりやすく卯門的な戦術（ハーフコートマンツー

マン）を説明してくれた

○一人一人がボールにきわる時岡が十分に確保きれたのでよ

かった

●見せるだけの術導だったので，ケームにあまり生かせな

かった

●Ｖカットの醜明のとき先生の背中の方から観ていたので逆

だと見やすかった

●３角パスの目的を教える必要もあったと思う

作
戦
会
議

○作戦会読が充実していた

○ケーム間に先生がチームを側ってアドバイスしてくれてよ

かった

●目標を立てるとき具体的にどういうことをやっていいのか

見当つかなかった

●作戦を自分たちで考える力も身につけさせないといけない

と思った

ゲ
ー
ム

○ボーナス得点の制度はおもしろかった（でも５人１００点は

高すぎるのでは）

○ルールの工夫によって，グループの団結や運動量が噸えて

よかった

○ルールが工夫きれていて．本時の目標である「全員シュー

ト」との兼ね合いも明硫でよかった

●新しい戦術を教えてくれたけど，試合ではあまり活用でき

なかった

●全員シュートとＶカットでフリーを作ることが強く結びつ

いているとは言えない

教
師
の
言
葉
が
け

○教師の対応が明るかったのでとてもよかった

○今回の授業でもっとも目立ったのが先生の笑顔〈スマイ

ル）だった

●シュートを入れるコツやパスの回し方とかもう一度確認す

る時川があってもよかった（技術の指導）

●もっとこうしたらいいよと力､、具体的なアドバイスもして

ほしかった
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ごとに教師役が異なり，展開の仕方や学習形態に大き

な違いがみられた．したがって，授業評価の結果をみ

ると，授業ごとに評価のばらつきがみられる．しか

し，図２の教師行動に関する項目に着目すると’模擬

授業を重ねるごとに教師の巡視や相互作用に関する評

価が概ね右上がりに向上していることが確認できる・

とくに，「Ｑ７．先生は，賞賛や励ましを積極的に与

えていた」の項目の変容が大きくなっていた．これ

は，般初の模擬授業の反省●検討会で，「ほめる」こ

とに焦点をあて指導・助言したことや毎回のレポート

の反省に教師の相互作用に関するコメントが数多く寄

せられていたことが影響していたと思われる．すなわ

ち，教師の巡視や相互作用に関する行動は，教材や学

習形態に関係なく，それらを意識することで容易に実

践することができるようになったと考えられる．教師

の相互作用の堕要性については，従来の授業研究にお

いても一貫して報告されてきた（高橋’2000)・相互

作用を意識して実践することは，教育実習においても

大切にされる必要があるといえる．なお’６回目の模

擬授業では，相互作用の評価が大きく下がっていた．

授業を観察した印象では，授業計画が不十分であった

ために授業のマネジメントに苦労し，相互作用を意識

する余裕がなく，相互作用の頻度も少なくなってい

た．生徒役の学生もそのことを的確に捉えており’そ

のために授業評価も低くなっていたと推察できる．ま

た，「Ｑ８．生徒一人ひとりに積極的に関わってい

た」の項目についても，６模擬授業を通して低くなっ

ていた．図４の各項目の６模擬授業の平均点をみて

も，この項目がもっとも評価を下げていたことがわか

る．これまでの授業研究では，子どもの授業評価を高

めるためには，個々人に対する相互作用を増やすこと

が指摘されている．教師役が複数いたにもかかわら

ず，どの授業においても評価を下げたということは，

より一層このことを意識して取り組む必要があると言

える．

一方，よい体育授業の基礎的条件として「授業の勢

い」がある．これは，運動学習時間を十分確保し，ス

ムーズに授業を展開することを意味している．このこ

とに関連した項目は「Ｑ１０．運動学習時間が十分確保

きれていた」であるが，表８，図３をみると概ね４．００

以上で高く推移しており，図４の６模擬授業の平均を

みても4.16と他の項目と比較して高い評価になってい

た．「授業の勢い」に関する指導．助言は’２回目の

模擬授業後の反省・検討会で行ったが’２回目以降の

授業で評価が高くなっている傾向がみられた．このこ

とから，運動学習時間を確保するための指導計画や教

材，場の工夫がなされ，それらが実行されていたもの

と推察できる．

また，授業評価がプラスに改善されていった項目に

「Ｑ11．学習資料（学習ノートなど）が有効に活用さ

れていた」があった．実際に，授業のめあてや課題，

チームの作戦などを記入する学習カードや授業の学び

方やケームの進め方，ルールなどを示した資料などが

授業を重ねるごとに用意きれるようになり，それによ

り評価が高くなったと考えられる．

一方，授業評価が低かった項目に「安全面が十分配

慮されていた」がある．体育授業では活動が中心とな

るため怪我や事故が生じやすく細心の注意が求められ

る．したがって，この項目の得点が低かったことは，

安全面への注意を一層意識させる必要があることを示

唆している．
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２．保健体育科教育法Ⅱ

表９，図５～８は，「保健体育科教育法Ⅱ」の模擬

授業を受けた学生の授業評価をまとめたものである．

「保健体育科教育法Ⅱ」では，「保健体育科教育法

Ｉ」で模擬授業を経験したことから授業評価も向上す

ることを予想していた．しかし，全体に「保健体育科

教育法Ｉ」よりも評価を下げ，各授業ごとにばらつき

がみられた．これには次のような要因が考えられる．

まず１つには，６グループが１つの単元を展開する

ための共通理解や共通認識が十分に確認されていな

かったことがあげられる．模擬授業実施前に，全体で

授業計画案の構想を練ったが，単元の見通しや単元の

学習過程が十分に検討されないまま模擬授業が始まっ

た．そのため，各授業の位置づけやねらいが不明確な

ままで，授業ごとの課題の引き継ぎも十分行われな

かった．次に２つ目として，教師役２人がティーム・

テイーチングで授業をする条件が与えられていたが，

それが上手く機能しなかったことがあげられる．２人

がどのような役割でどのように関わればよいか，特

に，Ｔ２（補助的な役割の教師）の関わり方がどのグ

ループも消極的であり，その結果，「生徒一人ひとり

に積極的に関わる」の項目は低い値のままで推移して

いた．そして，３つ目は，５０分以内に授業を終えると

いう条件があげられる．用具の準備，後片づけ，準備

運動，整理運動，学習ノートへの記入などに時間を費

やし，主運動に関する時間が少なくなったり，時間に

追われる授業も少なくなかった．

これらは「保健体育科教育法Ⅱ」で新しく模擬授業

の条件として加えられたものであり，より実際の授業

を想定したものであった．そのため，授業実施上の条

件が難しくなり，「保健体育科教育法Ｉ」と比べ授業

評価も低くなったものと思われる．しかし，こうした

諸問題を今後の課題として受けとめ，今回の経験が教

育実習等で生かされることを期待したい．

なお，表１０は，「保健体育科教育法Ｉ」及び「保健

体育科教育法Ⅱ」の総括として，よい体育授業を実現

するための条件についてレポートさせたものを分析

し，授業評価の項目に関連した内容の記述がみられた

割合を示したものである．「保健体育科教育法Ｉ」で

は，約９割の学生が教師の相互作用のことについて述

べており，それ以外の項目も４割以上の人がこれらの

項目に関連したことがよい体育授業を実現するために

必要だと述べていた．一方，「保健体育科教育法Ⅱ」

においても教師の相互作用と授業の勢いは約７割を越

える学生がその重要性を意識しており，よい体育授業

の基礎的条件である「授業の勢い」と「授業の肯定的

雰囲気」についての認識を深めたものといえる．

表10．総括レポートの内容分析

観点

（）は授業評価の項目

直接的指導(ｌ～３）

教師の相互作用(４～７）

授業の勢し
■‐■■●‐■凸画一

学習環境（

(９～１０）

l）

安全管理(１２）

保健体育科牧育法Ｉ

32人中（％）

18(56.2）

29(9０ 6）

4(4３ 7）

4(4３ 8）

１６(50.0）

Ⅳ 摘要

保健体育科敬育法Ⅱ

30人中（％）

１２(46.2）

23(88.5）

１８(69.2）

6(23.0）

１０(38.5）

本研究の目的は，体育教師教育カリキュラムの改善

を図る１つの試みとして，愛媛大学での模擬授業の実

践を通して，その成果と課題について検討することで

あった．そこで，平成13年後期の２回生対象の「保健

体育科教育法Ｉ」と平成14年前期の３回生対象の「保

健体育科教育法Ⅱ」に模擬授業を取り入れ，実践と反

省を繰り返しながら授業を展開した．

その結果，授業評価やレポートのデータを参考にし

ながら反省的に模擬授業を実践していくことで，授業

を行う上での実践的な課題に気づくことができ，とく

に，よい体育授業の基礎的条件である「授業の勢い」

や「授業の肯定的雰囲気」についての認識を高めるこ

とができたと思われる．なお，模擬授業によって具体

的にどのような指導力が身につき，実際にどのような

効果があったかについては，教育実習等での実践を通

して検証していく必要がある．

一方，授業評価を活用した模擬授業中心の授業に対

する評価についても検討する必要がある．今回の模擬

授業を行った学生の感想からは，「実際に経験してわ

かったことが多い」「次の時間にデータが整理されて

いてわかりやすかった」に類する意見が多くみられ

た．模擬授業だけでなく，反省・検討会において客観

的，主観的なデータを参考にしながら授業改善を図っ

たことは，学生には新鮮かつ印象的な経験になったと

思われる．ただし，今回の実践を通して次のような課

題も確認できた．今後，これらの課題を参考にしなが

ら，よりよい体育教師を養成するための授業改善が図

られる必要があるといえる．

・時間的な制約もあり，全ての学生が教師役を経験す

ることはできなかった．できるだけ多くの学生が実

際に指導する場面を提供することは大切にされる必

要がある．そのためには，教師役の人数プ授業時

間，学習集団，指導内容などを限定したり，調整す

ることで対応することもできる．今後，どういった
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実施の仕方が効果的か，多様な実践を通して検討し

ていく必要がある．

･模擬授業の経験を重視するとともに，授業に対する

反省・検討会を活性化し，より効果的なものにして

いく必要がある．今回の実践では，授業評価と学生

のレポートに基づいて反省的に授業改善を図って

いった．授業改善の方法は多様であり，どういった

データをどのように収集すれば効果的か，また，そ

うしたデータ収集や授業分析の方法自体も指導して

いく必要がある．

･体育教師教育カリキュラムの全体を見通した検討が

求められる．今回は，教育実習前の授業であった

が，教育実習での指導，教育実習後の指導とも関連

させながら，また，他の授業（教科に関する科目，

教職に関する科目）とも関連させながらカリキュラ

ム全体のあり方や具体的な授業のあり方についての

検討が必要である．
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